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。彼らの書くもの、そして彼らを世に知らしめるその立場は連
動して、唯一のパフォーマンス
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　　　　ウエルベックは現代世界のおぞましさで他人の気を滅入らせる
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、欝気味の
画家である。彼はたしかにそのいやな顔
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　　　　［ウエルベックは］物事の半分しか見ていない
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